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【事務局】 

日本コンピューター株式会社・株式会社両備システムズ 

 

【議事次第】 

１. 開会 

２．議事 

（１）第 10回検討会の進め方について 

（２）標準仕様書 3.0版案の変更概要等について 

（３）標準仕様書 3.0版案の決定について 

（４）９月以降のスケジュールについて 

（５）その他 

３. 閉会 

 

【配布資料】 

資料 1_第 10回検討会の進め方 

資料 2_標準仕様書 2.0版から 3.0版案の変更概要等 

資料 3_９月以降のスケジュールについて 

資料 4_お知らせ 

別途添付 1_健康システム標準仕様書【第 3.0版】案_見え消し 

別途添付 2_健康システム標準仕様書【第 3.0版】案_溶け込み 

参考資料 1_意見集約一覧（第９回合同 WT・第６回ベンダ分科会後意見） 

 

 

 

 



○議事概要 

（議事（１）について） 

事務局から第 10回検討会の進め方について説明が行われた。 

 

意見、質問等なし 

 

（議事（２）について） 

標準仕様書 3.0版案の変更概要等についての説明が行われた。 

 

＜質疑応答＞ 

（地方自治体）以前に、今回同様所管省庁に申し送り完了とするが継続して検討すると

説明いただいたことがある。しかし、資料２の継続検討事項に記載がない。継続検討

事項はどのように管理されているのか。 

⇒（事務局）内部的に管理しており、ワーキングチームやベンダ分科会にて、フィード

バックしている。 

⇒（地方自治体）養育医療において、国保連合会から送付される医療給付データレイア

ウトは都道府県によって異なるため、オプション機能になっており、ベンダから対応

ができないと言われている。以前の検討会ではフォーマットの統一に向けて、別会議

体で議論を進めるとのことであったが、今回の意見照会の回答では対応できるベン

ダを選定することを推奨するという趣旨の回答のままであった。事務運用にかかわ

るため、情報共有してほしい。 

⇒（事務局）国機構とも調整の上、返答する。 

 

（議事（３）について） 

確認結果を踏まえて、健康管理システム標準仕様書【第 3.0版】が決定された。 

 

意見、質問等なし 

 

（議事（４）について） 

９月以降のスケジュールについて事務局から説明が行われた。 

 

＜質疑応答＞ 

（事務局）自治体検診の PMH 対応について、令和８年４月１日稼働となるか状況を共

有いただきたい。 

⇒（厚生労働省健康・生活衛生局健康課）自治体検診のデジタル化については、医療 DX

の推進に関する工程表等に沿って今後、検討していくが、R8.4.1 稼働は予定してい

ない。 

 

（事務局）令和６年度 PMH 先行事業で未熟児養育医療が追加されている。標準仕様書

では 3.1 版以降で検討としている。適合基準日について具体的な検討予定があれば



共有いただきたい。 

⇒（こども家庭庁成育局母子保健課）現時点で具体的な適合基準日の目処は立っていな

い。 

 

（議事（５）について） 

全体を通しての確認がされた。 

 

意見、質問等なし 

 

 

以 上 

 


